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　　　義務教育スタート
学校の桜も満開になった4月8日、南北小

学校の入学式が行われました。
この日入学した児童は、186名（南小95名、

北小91名）就学前教育で充分な基礎を身につ

けた子供たち、この日から義務教育のスター
トです。

環境が変り子供たちは大変神経を使ってい
ると思います。早く学校生活に慣れるようみ

んなで応援しましょう。

（写真は、元気に勉強する新1年生）
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◇
◇
　
昭
和
五
十
六
年
度
の
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
第
一
◇
◇

◇
◇
回
定
例
村
議
会
は
、
三
月
九
日
か
ら
十
八
日
ま
で
開
◇
◇

◇
◇
か
れ
、
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
、
国
◇
◇

◇
◇
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
、
水
道
事
業
特
別
会
計
◇
◇

◇
◇
予
算
が
可
決
成
立
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
ら
◇
◇

◇
◇
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
◇
◇

▲定例村議会

○
○

新年度予算は16億円

一
般
会
計

國
圏
村
雛
鷺
韓

三
万
三
千
円
、
つ
づ
い
て
地
方
交
付
税

の
四
億
円
で
す
。
そ
の
う
ち
村
税
に
つ

い
て
は
、
固
定
資
産
税
の
二
億
八
千
六

百
五
十
七
万
八
千
円
、
村
民
税
が
二
億

六
千
六
百
六
十
五
万
，
千
円
と
な
っ
て

お
り
、
村
税
全
体
で
は
、
前
年
対
比
ニ

ト
・
六
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
・
県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

一
．
一
億
五
干
三
百
九
十
四
万
八
千
円
を
計

上
し
、
歳
入
総
額
で
は
十
六
億
一
、
一
千
九

百
ト
ヒ
互
、
一
千
円
と
な
り
ま
す
。

閾
幽
項
鷺
鍵
縛

と
お
り
で
す
。

教
育
費

　
三
億
二
千
四
百
二
十
四
万
円

　
小
・
中
出
・
ナ
校
費
で
は
、
教
材
・
備
品

等
整
備
拡
充
を
は
か
る
た
め
の
費
用
、

幼
稚
園
や
村
民
体
育
館
の
運
営
費
、
ま

た
本
年
度
は
、
以
．
ナ
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
の
た
め
の
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。

農
林
水
産
業
費

　
三
億
一
干
二
百
十
四
万
円

　
農
業
生
産
環
境
の
整
備
充
実
を
は
か

る
た
め
に
、
農
業
構
造
改
善
事
業
、
農

道
整
備
事
業
を
は
じ
め
、
各
種
農
業
団

体
の
育
成
補
助
金
等
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。

土
木
費

　
二
億
四
干
五
百
六
十
万
三
千
円

　
本
村
の
重
点
施
策
で
あ
る
生
活
環
境

整
備
の
観
点
か
ら
、
道
路
新
設
改
良
費

で
↓
億
ヒ
千
六
亘
、
一
万
八
千
円
、
道
路

維
持
費
七
百
十
二
万
五
千
円
、
都
市
計

画
費
二
千
七
百
三
十
四
万
八
千
円
な
ど

が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

総
務
費

　
二
億
四
千
三
百
八
十
四
万
五
千
円

　
こ
の
費
用
は
、
人
件
費
・

管
理
費
・
事
務
的
経
費
を
は
じ
め
、
選

挙
費
や
集
会
所
建
設
費
な
ど
各
種
補
助

金
や
負
担
金
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

民
生
費

　
一
億
四
千
三
百
九
万
二
千
円

傘ゆゆゆゆ噂ゆゆ噂噸唯吻ゆゆゆ噸ゆゆ

予
算
の

　
　
　
豆
知
識

庁
舎
維
持
噂
税
・
法
人
税
・
酒
税
の
三
二
％
が
市
町

の
難
噸
欝
欝
灘
鷲
醗
録
羅
墾
つ
に
分
類

育
所
運
営
費
、
老
人
セ
ン
タ
ー
負
担
金

な
ど
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

衛
生
費

　
一
億
三
千
九
百
四
十
万
九
干
円

　
住
民
検
診
お
よ
び
各
種
予
防
接
種
事
ゆ

業
、
不
燃
物
の
収
集
、
ご
み
処
理
・
し
廟

尿
処
理
に
関
す
る
負
担
金
な
ど
が
計
上
ゆ

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
、
ジ

　
　
　
曳
O

　
　
村
税
…
…
み
な
さ
ん
か
ら
直
接
納
め

　
て
い
た
だ
く
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、

ゆ
軽
自
動
車
税
、
特
別
土
地
保
有
税
と
、

ゆ
間
接
的
に
納
め
ら
れ
る
た
ば
こ
消
費
税
、

ゆ喰
電
気
税
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

吻
　
地
方
交
付
税
－
…
国
税
で
あ
る
所
得

噸ゆ
村
の
財
政
状
況
に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
ま

ゆ
す
。

ゆゆ
　
国
．
県
支
出
金
．
：
：
．
国
庫
支
出
金
は

ゆ
国
か
ら
直
接
村
に
交
付
さ
れ
ま
す
が
、

ゆ
県
支
出
金
に
は
県
独
自
で
交
付
さ
れ
る

ゆ幽
も
の
と
、
国
か
ら
県
に
交
付
さ
れ
更
に

吻
村
に
交
付
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
む
ね
負
担

啄ゆ
さ
れ
ま
す
．
負
塁
：
法
令
な
ど
に
よ

噂
　
っ
て
国
（
県
）
が
そ
の
経
費
の
、
部
又
は

吻
全
部
を
負
担
す
る
も
の
で
、
保
育
費
、

咄陣　
老
人
医
療
費
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
補
助

　
金
…
一
時
的
な
特
別
の
事
務
ま
た
は
事

ゆ　
業
に
対
し
て
、
国
（
県
）
が
財
政
援
助
的

　
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
以
・
す
校
建
設
費
、

噂　
道
路
整
備
費
、
農
業
関
係
費
な
ど
が
あ

ゆ
　
り
ま
す
。
委
託
金
…
本
来
国
が
行
う
べ

帥③
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歳
入

6
億
3
2
、
1
3
3
千
円

4
億
0
0
、
0
0
0
千
円

3
億
5
3
、
9
4
8
千
円

5
0
、
0
0
0
千
円

5
0
、
0
0
0
千
円

3
6
、
O
O
O
千
円

3
4
、
3
9
8
千
円

3
2
、
1
0
0
千
円

5
0
」
5
9
4
千
円

村
税

袈
付
税

国
県
支
出
金

村
債

繰
入
金

蓑
与
税

分
担
金
及
び

負担金』
易
最
得
税

交
付
金

そ
の
他

教
育
費

農
林
套
簗
費

土
木
費

総
務
費

民
生
費

衝
生
費

公
債
費

消
防
費

そ
の
他

F（、

歳
出
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2
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4
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4
0
千
円

1
4
0
千
円

6
0
3
千
円

8
4
5
千
円

0
9
2
千
円

4
0
9
千
円

9
9
9
千
円

1
3
6
千
円

7
0
9
千
円

過去5年間
一般会計当初予算の推移

16

億
3
9
、
1
7
3
千
円

15

億
3
6
、
9
7
6
千
円

12

億
9
4
、
1
7
1
千
円

12

億
8
7
、
4
8
1
千
円

12

億
1
3
、
7
4
0
千
円

56年度55545352

（円）

16億

15億

14億

13億

12f

11億

国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
特
別
会
計

二
億
三
千
七
百
五
十
七
万
五
千
円

　
歳
入
　
国
・
県
の
支
出
金
の
額
は
、

一
億
三
千
七
百
三
十
九
万
七
千
円
で
約

六
〇
％
で
す
。
ま
た
、
加
入
者
か
ら
い

その他の収入

＼穀o糊
繰越金

9，737千円

4．1％ア

県
金
謝
円
％

．
出
鉱
千
侶

国
支
1
　
　
5

　
　
7
5

入
5
円

歳
3
7
千

康
靴
％

碓
轟
魏

国
保
8

水
道
事
業

　
　
　
　
特
別
会
計

その他の支出

＼ミ04躍

（
、

　
　
＼
、

一
億
五
千
二
百
十
一
万
六
千
円

　
水
道
事
業
特
別
会
計
は
「
収
益
的
収

入
及
び
支
出
」
と
「
資
本
的
収
入
及
び

支
出
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

収
益
的
収
入
及
び
支
出

　
こ
の
収
支
は
、
営
業
面
を
あ
ら
わ
す

も
の
で
、
収
入
は
水
道
使
用
料
、
受
託

工
事
収
益
、
そ
の
他
営
業
収
益
な
ど
で

一
億
四
千
六
百
十
一
万
六
千
円
を
見
込

総務費
18，859千円

　7．9％7

で％簿

た
だ
く
保
険
税
は
八
千
八
百
四
十
三
万

五
千
円
を
計
上
し
、
一
世
帯
当
り
で
は

七
万
六
千
九
百
円
で
す
。

　
歳
出
　
療
養
諸
費
が
全
体
の
八
O
％

を
占
め
一
億
九
千
二
十
八
万
一
千
円
で

一
世
帯
当
り
に
す
る
と
十
六
万
五
千
円

と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
が
医
療
機
関
に
支

払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

み
ま
し
た
。

　
ま
た
支
出
は
、
原
水
費
、
給
水
配
水

費
や
職
員
の
給
与
費
、
修
繕
費
、
減
価

償
却
費
な
ど
で
、
あ
わ
せ
て
一
億
六
千

九
百
四
十
九
万
九
千
円
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
資
本
的
収
入
及
び
支
出

　
こ
れ
は
資
本
構
成
を
表
わ
す
も
の
で

収
入
は
工
事
負
担
金
や
一
般
会
計
か
ら

の
負
担
金
な
ど
で
、
六
百
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
支
出
は
、
建
設
改
良
費
や
企

業
債
の
償
還
金
な
ど
で
、
三
千
百
三
十

二
万
二
千
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
噸

　
ゆ

　
噸
き
事
務
を
村
に
委
託
し
て
行
う
も
の
で
、

　
噸
国
の
選
挙
費
、
国
民
年
金
、
指
定
統
計

　
噸
な
ど
の
経
費
で
す
・

　
ゆ

　
ゆ
　
村
債
…
：
・
村
の
事
業
を
行
う
と
き
、

　
噸
一
時
的
に
多
額
の
資
金
が
必
要
な
場
合

　
ゆ
が
あ
り
ま
す
の
で
・
そ
の
財
源
に
あ
て

　
廟　

噸
る
た
め
特
殊
の
機
関
に
よ
っ
て
調
達
し
、

噸
　
一
定
の
約
束
の
も
と
に
将
来
返
済
す
る

　
ゆ　

聯
も
の
で
、
学
校
建
設
、
道
路
整
備
な
ど

　
噸
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

　
廟
　
繰
入
金
…
…
財
政
調
整
基
金
ま
た
は

　
噸

噸
土
地
開
発
基
金
な
ど
の
積
立
金
を
、
一

ゆ
般
会
計
の
歳
入
に
不
足
を
生
じ
た
場
合

　
吻
な
ど
に
取
り
く
ず
し
て
、
一
般
会
計
に

　
吻

ゆ
繰
り
入
れ
る
も
の
で
す
。

ゆ
　
地
方
譲
与
税
…
…
国
税
と
し
て
徴
収

噸
さ
れ
た
も
の
が
・
市
町
村
に
譲
与
さ
れ

　ゆ

吻
る
も
の
で
、
本
村
に
は
自
動
車
重
量
税

・
幽
と
地
方
道
路
税
が
道
路
の
延
長
・
面
積

申
に
応
じ
議
与
さ
れ
ま
す
・

　
傘

噸
　
分
担
金
及
び
負
担
金
：
…
・
分
担
金
は

吻
村
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
、
条
例

　噸

吻
を
定
め
て
そ
の
受
益
者
か
ら
徴
収
す
る

申
も
の
で
す
。
負
担
金
は
保
育
所
な
ど
法

吻
律
に
よ
っ
て
特
定
の
措
置
を
行
っ
た
場

　申

ゆ
合
、
必
要
経
費
が
本
人
ま
た
は
扶
養
者

　
ゆ
か
ら
徴
収
さ
れ
る
も
の
で
す
。

噸
　
自
動
車
取
得
税
交
付
金
…
…
県
税
の

　噸

幽
目
的
税
と
し
て
、
自
動
車
の
取
得
者
か

聯
ら
徴
収
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
譲
与
税

噂
と
同
様
に
・
道
路
の
延
長
．
面
積
に
よ

　
噸

ゆ
っ
て
交
付
さ
れ
、
道
路
に
関
す
る
費
用

　
ゆ
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

噸吻
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議
長
に
志
村
氏

副
議
長
に
新
井
氏
を
選
任

　
第
一
回
定
例
村
議
会
で
は
、
次
の
と

お
り
議
長
や
常
任
委
員
の
改
選
も
行
わ

れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
議
長
志
村
利
次

忌

　
　
　
　
　
副
議
長
　
新
井
忠
重

　
◎
印
は
委
員
長
　
○
印
は
副
委
員
長

総
務
委
員
　
◎
松
本
芳
治
○
高
橋
常
雄

．
岡
部
国
政
　
富
田
宗
平
　
柴
田
守
次

厚
生
委
員
　
◎
馬
場
茂
雄
○
上
杉
芳
郎

　
飯
島
敏
宏
　
橋
本
亀
明
　
松
本
定
一

産
業
委
員
　
◎
杉
田
弥
平
○
福
田
　
清

新
井
秀
幸
　
柴
田
清
次
　
岩
間
喜
久
一

建
設
委
員
　
◎
折
川
高
一
〇
小
島
芳
房

寺
山
孝
作
　
平
山
道
三
郎
　
舟
橋
信
義

　
去
る
、
三
月
九
日
の
第
一
回
定
例
議

会
に
お
き
ま
し
て
、
議
会
議
長
に
ご
推

挙
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学

非
オ
の
身
で
あ
り
、
議
長
の
器
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
せ
っ
か
く
の
ご
推
挙
で

あ
り
ま
す
か
ら
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
上
は
、
議
会
の
円
満
な
運
営
と
議

会
機
能
の
向
上
に
粉
骨
砕
身
の
努
力
を

い
た
し
、
こ
の
栄
職
を
ま
っ
と
う
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
議
会
は
住
民
の

皆
さ
ん
の
生
活
を
よ
り
良
く
し
て
い
く

た
め
に
、
条
例
を
定
め
た
り
、
一
年
間

の
予
算
と
仕
事
の
量
や
仕
事
の
方
針
を

決
定
す
る
議
決
機
関
で
あ
り
ま
す
。
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
議
長
志
村
利
次

会
で
決
め
た
こ
と
が
、
直
ち
に
皆
さ
ん

の
日
常
生
活
に
影
響
し
て
ま
い
り
ま
す

か
ら
、
議
員
一
人
一
人
が
皆
さ
ん
の
代

表
者
と
し
て
、
よ
く
意
見
要
望
を
く
み

と
り
活
発
な
討
議
を
行
い
決
め
て
い
く

こ
と
を
基
本
に
、
全
員
が
一
丸
と
な
っ

て
議
会
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。
国

の
財
政
が
厳
し
い
よ
う
に
、
地
方
財
政

も
ま
す
ま
す
厳
し
い
時
代
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
執
行
部
と
と
も
に
懸

命
な
努
力
を
払
い
、
皆
さ
ん
の
要
望
実

現
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
変
ら
ぬ
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
あ
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

し
ま
す
。

）

、』ゴ・

郷
土
の
自
然
を
見
直
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
歩
道
が
オ
ー
プ
ン

　
ふ
る
さ
と
歩
道
は
、
自
然
の
中
に
忘

れ
ら
れ
た
文
化
財
や
史
跡
な
ど
を
訪
ね
、

昔
か
ら
語
り
つ
が
れ
て
き
た
「
ふ
る
さ

と
埼
玉
」
の
良
さ
を
見
直
し
、
郷
土
に

対
す
る
認
識
を
高
め
、
野
外
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
活
動
の
進
展
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
埼
玉
県
が
事
業
主
体

と
な
り
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
ま
で
に

県
内
全
体
で
は
、
荒
川
田
園
コ
ー
ス
、

川
本
町
、
江
南
村
、
熊
谷
市
）
を
含
め

て
十
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

（
荒
川
田
園
コ
ー
ス
の
概
要
）

　
ふ
る
さ
と
歩
道
荒
川
田
園
コ
ー
ス
は
、

荒
川
を
は
さ
ん
で
川
本
町
、
江
南
村
、

熊
谷
市
に
ま
た
が
り
、
武
川
駅
を
出
発

し
て
重
忠
公
史
跡
公
園
な
ど
川
本
町
の

史
跡
、
名
所
を
訪
ね
、
押
切
河
原
を
経

て
大
麻
生
駅
へ
帰
る
コ
ー
ス
。
大
麻
生

駅
を
出
発
し
て
押
切
河
原
を
渡
り
江
南

村
地
内
の
史
跡
・
名
所
を
訪
ね
、
大
麻

生
駅
へ
帰
る
コ
ー
ス
。
大

麻
生
駅
を
出
発
し
て
熊
谷

市
地
内
の
史
跡
・
名
所
め

ぐ
り
コ
ー
ス
か
ら
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
江
南
村
地
内
の
コ
ー
ス

と
し
て
は
、
押
切
の
八
幡

神
社
を
は
じ
め
と
す
る
十

箇
所
の
神
社
・
仏
閣
及
び

権
現
坂
埴
輪
か
ま
跡
・
塩

古
填
群
・
大
沼
公
園
弁
天

島
の
日
本
最
古
の
板
石
塔

婆
・
国
の
重
要
文
化
財
平

山
家
住
宅
な
ど
を
訪
ね
る

コ
ー
ス
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
箇

所
に
は
解
説
板
が
立
て
ら

れ
て
お
り
、
由
来
や
古
く

か
ら
の
一
ゴ
、
口
い
伝
え
な
ど
が

書
き
し
る
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
私
達
が

　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
）

古
く
か
ら
祖
先
と
と
も
に
は
ぐ
く
ん
で

来
た
こ
の
地
域
に
は
、
私
達
の
心
の
ふ

る
さ
と
と
も
壬
．
口
う
べ
き
自
然
が
広
く
残

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
自
然
に
親
し

み
な
が
ら
史
跡
や
文
化
財
を
訪
ね
、
の

び
の
び
と
．
口
を
過
ご
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
な
お
、
ふ
る
さ
と
歩
道
荒
川
田
園
コ

ー
ス
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
役
場
に
備
え

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

『欝熊谷市宰安寺
寺命延

龍
泉
寺

武川駅

ふ
る
さ
と
歩
道
荒
川
田
園
コ
ー
ス

）の森

『Q重要文化財平山家住宅
　　　　“　　　　ll　　　　u

　　“　　　　n　　　　“
　　　　　　　　　　　　　　ll
　　　　n
　　　　　　　　q

　　　　　　置［　　醐
　　　　　　　　　　　　　　『肚

慧一
　　　　　　　野原八幡神社と古墳群

　　駅騨　　生

姿篶il

　麻　大

脳
　輔

．

　
瑠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　押切　　　　　　　　　　　　　　　￥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八幡概　　昌　II犀1

　　　　　　購蜘　　　 臼
鵜
社

i町　1，＿華一

　
　
　㊤

．

重
忠
公
史
跡
公
園

塩古墳群
φ調
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曲尚辰巴深a

ぺ戸嬰

　鱒
閤」塑漏瀧』

農
業
委
員

し

き
ま
る

　
任
期
満
了
に
よ
る
農
業
委
員
会
委
員

の
改
選
が
二
月
十
一
日
に
行
わ
れ
ま
し

だ
が
、
届
出
の
あ
っ
た
候
補
者
の
数
が

定
数
を
こ
え
な
か
っ
た
の
で
、
無
投
票

で
当
選
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
三
年
で
昭
和
五
十
六
年
二
月

十
五
日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
二
月
十
四

日
ま
で
で
す
。
当
選
し
た
委
員
は
つ
ぎ

の
か
た
が
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
立
候
補
届
出
順
）

須
賀
広

千
　
　
代

御
正
新
田

三
　
　
本

　
柴

樋
春
南

成
　
　
沢

板
　
　
井

　
塩

富吉関滝島大高上田
　　　　　久
田野口田田保田杉中
昌寿忠隆嘉徳太茂盛
　　　　　太　 三

作夫平一明郎鹿郎司

，（、

上
新
田

小
江
川

野
　
　
原

樋
春
北

下
押
切

上
押
切

ま
た
、

松大茂神鹿新，r＼

本島木谷庭井

　正宗政充

茂雄一義永益

　
　
　
　
団
体
か
ら
の
推
せ
ん
に
よ
り

村
長
が
選
任
し
た
委
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
議
会
推
せ
ん
に
よ
る
学
識
経
験
者

　
茂
木
秋
広
　
長
倉
敬
三
　
橋
本
博
治

井
上
大
炊
介

O
農
業
共
済
組
合
推
せ
ん

　
　
　
　
　
　
水
野
八
郎

O
農
業
協
同
組
合
推
せ
ん

　
　
　
　
　
　
持
田
宗
昌

標
準
小
作
料

　
　
　
　
　
　
　
　
改
正

　
標
準
小
作
料
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十

五
年
度
か
ら
制
度
化
さ
れ
、
農
地
法
の

事
務
処
理
要
領
に
基
づ
い
て
三
年
ご
と

に
調
査
し
、
そ
の
必
要
が
あ
れ
ば
改
正

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
諸
手
続
を
経
て
、

三
月
三
十
一
日
公
示
し
、
下
表
の
と
お

り
改
正
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
、
農
地
利
用
増
進
法
及
び
農
地

法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
農
地
流
動

化
と
有
効
利
用
の
た
め
の
施
策
が
積
極

的
に
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
貸
借
に

よ
る
規
模
拡
大
を
す
す
め
て
農
業
経
営

の
安
定
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

転
作
に

　
　
　
　
　
ち

　
　
　
　
　
、
フ
ロ

（

ツ
コ
リ

　
水
田
利
用
再
編
対
策
も
ト
第
一

一
期
に

入
り
、
転
作
物
を
何
に
す
る
か
悩
ん
で

い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
」

は
、
需
要
が
伸
び
始
め
た
新
し
い
野
菜

で
す
。
大
産
地
が
な
く
、
今
後
の
需
要

の
伸
び
に
対
応
で
き
な
い
の
が
現
状
で
、

価
格
も
、
今
後
三
～
四
倍
の
供
給
増
で

も
値
く
ず
れ
が
心
配
な
い
成
長
野
菜
で

す
。　

一
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
i
栽
培
の
特
色

　
表
一
、
図
一
に
示
し
た
よ
う
な
特
長

を
も
ち
、
御
正
地
区
で
六
名
が
栽
培
し

た
結
果
も
良
好
で
、
良
品
質
の
生
産
物

が
得
ら
れ
、
江
南
村
で
も
栽
培
可
能
で

ー
を

　　地目

区分　’

田

旧 新

上 14，000円 17，000円

中 13，000円 15，000円

下 12000円 13，000円

試1 畑 畑については、

今回は改正さ

れず、従来の
料金です。

上 11，000円

中 10，000円

下 9，000円

あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
収
量
は
、
十
ア
ー
ル
あ
た
り
八
百
～

千
キ
ロ
グ
ラ
ム
・
価
格
は
、
五
ヵ
年
間

の
平
均
が
一
キ
ロ
あ
た
り
九
月
が
三
百

八
円
、
十
月
が
二
百
五
十
一
円
（
御
正

地
区
の
平
均
価
格
は
三
百
五
十
円
か
ら

四
百
円
で
し
た
。
）
粗
収
益
は
、
二
十
二

万
か
ら
二
十
五
万
円
位
に
な
り
ま
す
。

　
　
、
栽
培
、
経
営
上
の
留
意
点

　表1．転作ブロッコリーの特色

1．乾燥を嫌う為に水田に適し、畑作に比べて品質収量が勝る。

2．転作ブロッコリーは、水田の為連作障害が少なく、害虫の

　発生も少ない。
3．10aあたりの所得は12～15万円位である。
4．小麦一一ブロッコリーの輪作体系ができる。

5．労力が少なくてすみ（育苗期問は15時問定植から収穫まで
　180時問）作業が楽で定植後は防除3回、追肥1～2回、　水
　　1～2回位で収穫荷造りは花蕾が大きいので簡単である。
6．栽培技術は簡単でキャベツを作った事のある人はだれでも
　できる。

　
野
菜
は
、
個
人
出
荷
は
極
め
て
不
利

で
、
安
定
供
給
が
原
則
と
な
る
こ
と
か

ら
出
荷
組
識
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
排
水
良
好
な
水
田
、
周
囲

か
ら
の
「
さ
し
水
」
が
入
ら
な
い
水
田

を
選
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
江
南
村
で
二
～
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
栽
培
面
積
に
伸
ば
し
、
産
地
化
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栽
培
希
望
者
、
又

は
、
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
産

業
課
、
普
及
所
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
説
明
い
た
し
ま
す
。

図1．小麦→ブロッコリーの作付体系

月句

1 2 3 4 5
6 7　　　　8　　　　　9　　　　10

11　　12作物 上中下上中下上中下上中下上中下

播
種

小

麦 収
穫

（育苗）　　（水　田）

ブ
ロ
ッ
コ
リ
・

（極早生）

播
種

　　　　　　　収穫
　定
　植
（育苗〉　　　（水　田）

1
（早　生）

播
種

定　　　　　　　　　収穫

植



昭和56年4月10日（6）広報こうなん

同
和
地
区
の
歴
史

－
同
和
間
題
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
ー

　
　
戦
後
の
部
落
解
放
運
動

　
完
全
な
解
放
を
目
ざ
し
て
、
多
く
の

弾
圧
を
は
ね
の
け
な
が
ら
闘
っ
て
き
た

全
国
水
平
社
は
、
昭
和
八
年
、
部
落
委

員
会
を
発
足
さ
せ
、
一
つ
一
つ
、
同
和

地
区
に
起
こ
っ
て
く
る
問
題
を
取
り
上

げ
組
織
的
運
動
を
推
進
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
大
平
洋
戦
争
が
激
し
く
な
る

に
つ
れ
、
戦
争
へ
の
積
極
的
な
協
力
が

強
制
さ
れ
、
干
渉
と
妨
害
が
加
え
ら
れ

た
。

　
そ
し
て
終
戦
。

　
戦
後
の
同
和
地
区
に
お
け
る
悲
惨
な

生
活
の
な
か
か
ら
、
部
落
解
放
運
動
を

再
建
し
よ
う
と
す
る
気
運
が
高
ま
り
、

昭
和
二
十
一
年
、
部
落
解
放
全
国
委
員

会
が
結
成
さ
れ
、
新
た
な
運
動
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

　
戦
後
の
解
放
運
動
は
、
昭
和
二
十
六

年
、
京
都
市
で
起
き
た
、
「
オ
ー
ル
ロ

マ
ン
ス
事
件
」
を
契
機
と
し
て
飛
躍
的

に
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
“
オ
ー
ル
ロ
マ
ン
ス
”
と

い
う
雑
誌
に
京
都
市
職
員
の
同
和
地
区

を
題
材
に
し
た
小
説
が
掲
載
さ
れ
た
、

と
い
う
差
別
事
件
で
、
こ
れ
に
よ
り
、

同
和
地
区
に
は
生
活
の
改
善
や
向
上
を

図
る
施
策
が
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
こ
れ
を
機
に
、
部
落
解
放
運
動
は
、

差
別
観
念
を
生
み
出
し
、
部
落
差
別
を

放
置
し
て
き
た
責
任
は
、
行
政
に
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
は
、
環

境
改
善
、
教
育
な
ど
生
活
に
直
接
関
係

の
あ
る
問
題
を
取
り
上
げ
、
市
民
的
権

利
を
行
政
的
に
完
全
に
保
障
さ
せ
よ
う

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
同
和
対
策
審
議
会
答
申
と

　
　
　
　
　
　
　
特
別
措
置
法

　
そ
し
て
昭
和
三
十
二
年
、
解
放
運
動

を
進
め
る
諸
団
体
に
よ
っ
て
「
部
落
解

放
国
策
樹
立
要
請
国
民
会
議
」
が
結
成

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
“
部
落
の
解
放
”

は
、
“
同
和
地
区
の
人
々
自
身
が
近
代

的
市
民
と
し
て
の
権
利
意
識
に
目
ざ
め
、

自
覚
し
、
立
ち
上
が
る
こ
と
が
第
一
歩

で
あ
る
”
と
と
も
に
、
“
国
及
び
地
方

公
共
団
体
が
憲
法
に
規
定
さ
れ
た
基
本

的
人
権
の
尊
重
の
精
神
に
そ
っ
て
、
同

和
地
区
を
も
含
め
て
、
国
民
の
諸
権
利

を
実
現
す
る
た
め
の
行
政
的
施
策
を
推

進
す
る
こ
と
が
必
要
”
と
い
う
こ
と
か

ら
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
政
府
は
、
昭
和
二
十
八
年
度

の
国
の
予
算
に
、
戦
後
は
じ
め
て
、
同

和
地
区
に
隣
保
館
を
設
置
す
る
経
費
の

　
　
　
　
　
し
　
　
』

補
助
金
を
計
上
、
さ
ら
に
、
三
十
一
年

度
か
ら
共
同
浴
場
設
置
と
い
う
よ
う
に
、

予
算
を
増
額
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
部
分
的
な
改

善
事
業
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
た
め
、

根
本
か
ら
総
合
的
な
対
策
を
望
む
声
が

強
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
政
府
は
、
昭

和
三
十
三
年
、
内
閣
に
同
和
問
題
閣
僚

懇
談
会
を
設
け
、
関
係
各
省
の
行
政
施

策
の
な
か
に
同
和
対
策
を
取
り
入
れ
る

こ
と
に
し
た
。

　
ま
た
一
方
、
政
党
で
も
自
由
民
主
党
、

日
本
社
会
党
が
そ
れ
ぞ
れ
特
別
委
員
会

を
設
け
て
同
和
対
策
を
検
討
し
、
政
策

審
議
会
の
決
定
を
経
て
各
党
が
同
和
対

策
要
網
を
発
表
す
る
に
い
た
っ
た
。
民

間
に
お
い
て
も
、
昭
和
三
十
五
年
以
降
、

“
部
落
解
放
要
求
貫
徹
請
願
運
動
〃
な

ど
の
国
策
樹
立
要
請
運
動
が
強
力
に
推

し
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
同
和
地
区
を
有
す
る
地
方

公
共
団
体
で
も
、
政
府
の
行
政
施
策
の

実
施
に
協
力
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
独

自
の
立
場
で
従
来
か
ら
行
っ
て
き
た
同

和
対
策
を
よ
り
一
層
積
極
的
に
実
施
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
、
昭
和
四
十
年
に

同
和
対
策
審
議
会
か
ら
答
申
が
出
さ
れ
、

翌
四
十
一
年
に
は
、
同
和
対
策
協
議
会

が
設
立
さ
れ
、
さ
ら
に
四
十
四
年
に
は
、

答
申
の
内
容
を
具
体
的
に
実
施
す
る
た

め
の
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
が
公

布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

“
村
を
明
る
く
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
一
声
運
動
”
標
語

　
江
南
付
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議

会
で
は
江
南
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
づ
く
り

准
進
協
議
会
と
共
催
で
、
昨
年
度
村
内

の
小
・
中
学
生
全
生
徒
か
ら
〃
村
を
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓼

　
一
口
の
で
き
ご
と
話
す
一
家
だ
ん
ら

ん
　
　
　
　
　
北
小
四
茂
木
淳

　
年
よ
り
の
笑
顔
で
わ
か
る
家
庭
の
平

和
北
小
五
小
島
秋
子

　
歩
け
歩
け
こ
の
大
会
元
気
で
楽
し
く

村
め
ぐ
り
　
　
　
北
小
四
　
持
田
典
子

　
と
し
よ
り
を
そ
ま
つ
に
す
る
な
末
は

わ
が
身
　
　
　
北
小
五
　
塚
田
美
和
子

　
老
い
て
こ
そ
田
畑
に
働
く
こ
の
健
康

　
　
　
　
　
　
北
小
四
　
島
田
江
里
子

　
あ
い
さ
つ
は
た
が
い
の
心
を
つ
な
ぐ

か
け
橋
　
　
　
北
小
五
　
船
田
美
恵
子

　
ば
か
だ
よ
な
さ
け
一
ぱ
い
で
死
ぬ
な

ん
て
　
　
　
　
　
北
小
四
　
笠
原
裕
一

　
育
て
よ
う
す
な
お
な
心
と
思
い
や
り

　
　
　
　
　
　
　
北
小
六
　
藤
井
喜
雄

　
い
つ
の
日
も
え
が
お
忘
れ
ず
お
は
よ

う
さ
ん
　
　
　
　
北
小
四
　
小
島
　
司

　
一
人
一
人
の
心
が
け
み
ん
な
で
作
る

明
る
い
江
南
　
　
北
小
六
　
林
美
代
子

　
火
の
し
ま
つ
「
だ
ろ
う
」
「
は
ず
だ
」

が
火
事
の
も
と
　
北
小
四
　
坂
田
　
裕

　
育
て
よ
う
み
ん
な
の
心
と
ぼ
く
ら
の

自
然
　
　
　
　
　
北
小
六
　
中
山
　
章

　
　
　
、
、
、
ノ

　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
殴

る
く
す
る
一
声
運
動
”
の
一
環
と
し
て
、

標
語
を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。
沢
山
の

応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
な
伶
品
五
六

点
に
つ
い
て
今
回
掲
載
の
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
．
夢

　
親
は
子
に
子
は
親
に
「
あ
り
が
と
う
」

の
一
言
を
　
　
　
北
小
五
　
柴
田
道
彦

　
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
ふ
れ
る
健
康
ま
ぶ
し

い
笑
顔
　
　
　
　
北
小
六
　
新
井
智
史

　
お
は
よ
う
と
あ
い
さ
つ
ご
言
輪
を
ひ

ろ
げ
　
　
　
　
北
小
五
　
吉
田
充
哉

　
親
切
な
心
が
通
う
通
学
路

　
　
　
　
　
　
　
北
小
六
　
志
村
紀
子

　
思
い
や
り
お
先
に
ど
う
ぞ
の
心
か
ら

　
　
　
　
　
　
北
小
五
　
新
井
裕
美
子

　
あ
り
が
と
う
感
謝
を
こ
め
て
あ
い
さ

つ
を
　
　
　
　
　
北
小
六
　
笠
原
昭
子

「
た
だ
い
ま
」
の
声
聞
き
安
心
留
守
居

番
　
　
　
　
南
小
四
　
飯
島
恵
美
子

　
い
い
わ
け
を
す
る
よ
り
さ
き
に
ご
め

ん
な
さ
い
　
　
南
小
四
　
小
林
菜
穂
子

　
ゴ
ミ
を
な
く
し
て
き
れ
い
な
郷
土

　
　
　
　
　
　
　
南
小
四
　
神
谷
有
希

　
見
つ
め
よ
う
ど
の
子
も
わ
が
こ
の
ま

な
ざ
し
で
　
　
　
南
小
四
　
富
岡
信
吾

　
住
み
良
い
村
作
ろ
う
個
々
の
善
意
か

ら
　
　
　
　
　
南
小
四
　
清
水
英
子

　
ス
ポ
ー
ツ
は
健
康
づ
く
り
の
第
一
歩

　
　
　
　
　
　
　
南
小
四
斉
藤
直
美



昭和56年4月10日 広報こうなん（7）

おしらせとあんない’
i　保険料の　　　　i
i　　　免除手続を　l
i　国民年金に加入したが’保険料　i

lが納められないという人のために　i

l保険料の免除制度があります。　　1

1除が受けられます。　　　　　　　1

：　免除を受けると、老令年金の額　：

1は免除を受けたところだけ三分の　：

：1に減らされますが、保険料が納　：

：められないからといってほおって　1

1おきますと、将来、年金が受けら　1

：れないことにもなります。　　　　：

i　また免除を受けても10年以内な　：

iら後で納めることができます。こ　i

：けられます。

1　56年度分を免除されたい方は　：

：いo

　これは強制加入者’浬限られます

：が、失業や低収入のため生活が苦

：しくて保険料を納めることができ

：ないとき、本人の申出によって免

iれを追納といいますが、追納する

iと、減額されずに満額の年金が受

：4月30日までに役場年金係まで

：印かんを持って申請においで下さ

ロ座振替を
　　ご利用ください
一水道料金・国民年金保険料一

水道料金及び国民年金保険料に

i　統計調査員募集　　i
i村では国勢調査をはじめとする1

iいろいろな統計調査を行っており　i

iますが、これらの統計調査に携っ　1

：ついて、納税組合外の方々の口座　：ていただく調査員を募集しており　：

：振替を「埼玉銀行熊谷支店」を指定　：ます。統計に興味をお持ちの方調　：

：して実施しておりましたが、次の　：査員になってみませんか。

：銀行についても希望が多いため指　：募集期問　4月1日～4月31日　：

：定いたしますのでご利用ください。：募集人員　9名

大生相互銀行熊谷支店

足利銀行熊谷支店
東京相互銀行熊谷支店

第一勧業銀行熊谷支店

大陽神戸銀行熊谷支店

武蔵野銀行熊谷支店

埼玉銀行熊谷駅前支店

　献血にご協力ください

：日時4月15日⑦◎午前10～12時：

1場所江南村母子健康センター14月28口㈹役場午前9：30～11：30

：該当者次の条件にあてはまる方　：2．

　　はどなたでも献血できます。

10満16歳～満64歳までの方

：○体重（男）45kg以上・（女）40kg以上：

：○前回の採血後1ヵ月をこえた人　：登録料1，500円　注射料3，000円　：

1資　　格統計調査の業務に関心　1　（

：　　　　　を持っている方で、性　l

l　　　　　別・年令は問いません。　i「、

：間い合せ　役場企画課へ　　　　　：

i畜犬登録及び　　　　i
i　　狂犬病予防注射　i

o1．　集合注射　　　　　　　　　：

i　　4月17日㈹村内6ヵ所で行い　i

I　　ます。（くわしくは回覧で）　　i

I　　　料金（1頭につき）　　　　　i

i　　集合注射の場合　　　　　　　i

l登録料1，500円　注射料1，500円　：

　　訪問注射の場合　　　　　　　：

　
　
＼
　
N
、

　
　
ρ

　
あ
っ
す
て
る
な
か
る
い
気
持
ち
で
ポ

イ
や
め
よ
う
　
　
南
小
五
　
牛
山
圭
一

　
け
ん
こ
う
は
明
る
い
え
が
お
と
き
り

つ
か
ら
　
　
　
　
南
小
五
　
伊
藤
洋
子

　
や
り
ま
し
ょ
う
か
ぞ
く
そ
ろ
っ
て
早

朝
マ
ラ
ソ
ン
　
　
南
小
五
　
湯
本
幸
代

　
明
る
い
空
明
る
い
村
で
健
康
作
り

　
　
　
　
　
　
南
小
五
　
吉
野
直
実

　
楽
し
く
話
そ
う
家
族
み
ん
な
で
今
日

の
で
き
ご
と
　
　
南
小
五
　
松
田
太
子

　
元
気
な
子
朝
の
あ
い
さ
つ
は
り
き
っ

て
　
　
　
　
　
南
小
五
岡
部
由
美
子

　
健
康
は
お
金
で
買
え
な
い
宝
物

　
　
　
　
　
　
南
小
六
　
佐
藤
俊
昭

　
や
さ
し
い
心
が
つ
く
り
だ
す
明
る
い

毎
日
楽
し
い
生
活
南
小
六
　
岡
部
京
子

　
一
声
に
素
直
に
答
え
る
豊
か
な
心

　
　
　
　
　
　
南
小
六
　
富
岡
永
吉

　
安
全
は
家
庭
の
中
の
思
い
や
り

　
　
　
　
　
　
南
小
六
　
柴
　
正
明

　
あ
い
さ
つ
で
一
日
が
始
ま
り
一
日
が

終
わ
る
　
　
　
　
南
小
六
　
石
垣
秀
幸

　
お
父
さ
ん
家
族
の
た
め
に
も
安
全
運

転
　
，
　
　
　
　
南
小
六
　
後
堂
春
治

　
あ
り
が
と
う
親
切
受
け
た
ら
；
．
・
返

事
　
　
　
　
　
　
江
南
中
　
新
井
藤
枝

　
そ
こ
の
人
ゴ
ミ
捨
て
る
な
ら
く
ず
か

ご
に
　
　
　
　
　
江
南
中
　
牧
　
純
子

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
し
わ
は
人
生
の
年

輪
　
　
　
　
　
　
江
南
中
　
坂
田
祥
子

　
親
切
は
大
き
な
心
と
勇
気
を
持
っ
て

　
　
　
　
　
　
江
南
中
内
山
俊
彦

　
ご
み
一
つ
捨
て
る
な
落
と
す
な
ち
ら

か
す
な
　
　
　
　
江
南
中
　
七
沢
亜
弥

　
あ
い
さ
つ
は
あ
な
た
と
私
の
合
言
葉

　
　
　
　
　
　
江
南
中
　
小
松
原
祐
子

　
続
け
よ
う
相
手
に
対
す
る
思
い
や
り

　
　
　
　
　
　
　
江
南
中
野
口
美
紀

　
あ
い
さ
つ
が
心
の
こ
も
っ
た
贈
り
物

　
　
　
　
　
　
江
南
中
　
吉
田
は
つ
代

　
増
や
し
て
い
こ
う
緑
の
自
然
と
大
き

な
心
　
　
　
、
江
南
中
　
鏑
木
み
ど
り

　
お
で
か
け
に
ひ
と
声
か
け
よ
う
お
と

な
り
さ
ん
　
　
　
江
南
中
　
福
田
直
美

　
老
人
に
小
さ
な
親
切
明
る
い
笑
顔

　
　
　
　
　
　
江
南
中
　
新
井
久
美
子

　
な
く
そ
う
公
害
生
か
そ
う
緑
化

　
　
　
　
　
　
　
江
南
中
　
吉
田
岳
史

　
一
粒
の
汗
か
ら
一
粒
の
米

　
　
　
　
　
　
　
江
南
中
　
森
谷
由
香

　
心
を
こ
め
て
言
い
ま
し
ょ
う
“
あ
り

が
と
う
”
の
雲
．
口
を

　
　
　
　
　
　
江
南
中
　
野
口
三
千
代

　
差
し
延
べ
よ
う
お
年
寄
に
愛
の
手
を

　
　
　
　
　
　
　
江
南
中
　
武
政
朋
秀

　
助
け
合
い
み
ん
な
で
実
行
大
き
な
力

　
　
　
　
　
　
江
南
中
　
小
林
美
佐
子

　
手
を
と
り
合
っ
て
心
に
と
も
そ
う
明

る
い
光
　
　
　
　
江
南
中
舟
橋
京
子

　
広
げ
よ
う
み
ん
な
の
緑
と
明
る
い
心

　
　
　
　
　
　
　
江
南
中
　
関
口
哲
生

　
ニ
プ
、
口
か
け
る
あ
い
さ
つ
で
互
い
に
明

る
い
村
づ
く
り
　
江
南
中
　
磯
　
憲
弘

　
老
人
の
知
恵
を
借
り
よ
う
手
を
貸
そ

う
　
　
　
　
　
江
南
中
　
野
口
美
智
枝
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税のコーナー
☆
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

　
所
得
金
額
や
税
金
の
計
算
を

問
違
え
た
た
め
、
納
め
た
税
金

が
少
な
か
っ
た
り
、
戻
っ
た
税

金
が
多
過
ぎ
た
と
き
に
は
、
す

ぐ
修
正
申
告
を
し
て
、
正
し
い

金
額
に
直
し
て
く
だ
さ
い
。

　
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
延
滞
税
な
ど
の

負
担
が
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

☆
納
め
過
ぎ
て
い
た
と
き

　
所
得
金
額
や
税
額
の
計
算
を
問
違
え

て
、
税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い
た
り
、
戻

っ
た
税
金
が
少
な
か
っ
た
り
し
た
と
き

に
は
、
更
正
の
請
求
に
よ
り
、
正
し
い

金
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
更
生
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
一
年

間
で
す
が
、
早
く
手
続
き
を
し
て
お
け

ば
、
税
金
も
早
く
戻
り
ま
す
。

☆
申
告
を
忘
れ
た
と
き

　
う
っ
か
り
し
て
い
て
確
定
申
告
を
忘

れ
た
人
は
、
す
ぐ
申
告
を
し
て
納
税
を

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
早
く
申
告
を
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
延
滞

税
な
ど
の
負
担
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

☆
用
紙
な
ど
は
税
務
所
に

　
「
確
定
申
告
書
」
　
「
修
正
申
告
書
」

「
更
正
の
請
求
書
」
な
ど
の
用
紙
は
、

税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
お
近
く
の

税
務
署
・
税
務
相
談
室
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

o

糞

　
固
定
資
産
税

　
　
　
課
税
台
帳
の
縦
覧

　
次
に
よ
り
、
固
定
資
産
税
課
税
台
帳

を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。
自
分
の
固
定
資

産
税
の
基
本
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

日
時

場
所

⑪」◎

＼Oノ

硯
覇

四
月
一
口
よ
り
二
f
口
ま
で

休
日
を
除
く
毎
日
午
前
八
時
一
、
一

十
分
よ
り
午
後
五
時
（
土
曜
日

は
正
午
）
ま
で

役
場
税
務
課

　
登
録
事
項
に
誤
り
の
あ
る
場
合
は
、

四
月
三
十
日
ま
で
に
異
議
の
申
出
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

4月の納税
国民健康保険税

第1期分

納期限4月30日

◆みんなの税金

　みんなのために◆
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や
あ
ろ
！

み
じ
わ
い

命
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ま

え
ち
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が
め
鬼
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だ
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）

，
つ
そ

子
供
の
心
理
状
態
を

　
　
　
　
　
　
見
抜
こ
う

　
子
供
の
「
う
そ
」
に
は
、
大
人
の
場

合
と
違
っ
て
、
無
意
識
に
i
気
持
ち
の

上
で
は
ご
く
自
然
に
言
っ
て
い
る
場
合

が
あ
．
り
ま
す
。

　
「
う
ち
の
お
父
さ
ん
は
、
ア
フ
リ
カ

に
猛
獣
狩
り
に
行
っ
た
ん
だ
。
ゾ
ウ
を

捕
ま
え
て
き
た
よ
」

　
話
が
高
じ
て
く
る
と
、
夢
と
現
実
の

区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
他
人
の
注
意
を
引
こ
う
と
し

て
、
す
ぐ
分
か
る
よ
う
な
「
う
そ
」
を

つ
く
子
供
も
い
ま
す
。

　
痛
く
も
な
い
の
に
「
お
な
か
が
痛
い
」

と
言
っ
て
母
親
に
か
ま
っ
て
も
ら
お
う

と
す
る
よ
う
な
場
合
が
そ
れ
で
す
。
ま

た
、
ふ
ざ
け
て
「
う
そ
」
を
言
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
い
う
子
供
に
は
、
ま
だ
「
う
そ
」

に
対
す
る
罪
悪
感
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

一
方
的
に
し
か
り
つ
け
る
の
は
考
え
も

の
で
す
。

　
「
う
そ
」
を
つ
い
て
い
る
と
、
や
が

て
本
当
の
こ
と
を
話
し
て
も
信
じ
て
も

ら
え
な
く
な
る
こ
と
な
ど
、
よ
く
話
し

て
聞
か
せ
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
一
方
、
し
か
ら
れ
る
の
を
忘
れ
て
つ

く
自
己
防
衛
的
な
「
う
そ
」
や
、
そ
の

　
　
　
　
ノ
k
F

　
　
　
　
　
）

場
の
な
り
ゆ
き
か
ら
み
沁
を
張
っ
て
つ

く
「
う
そ
」
も
あ
り
ま
す
i
－
「
意
識
的

な
う
そ
」
で
す
。

　
1
－
手
あ
ら
っ
た
？

　
1
－
あ
ら
っ
た
よ

　
と
も
あ
れ
、
他
人
が
迷
惑
を
こ
う
む

る
よ
う
な
「
う
そ
」
特
に
、
集
団
生
活

の
約
束
ご
と
や
決
ま
り
な
ど
社
会
規
範

と
か
法
律
に
触
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、

厳
し
く
叱
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
他
人
に
迷
惑
が
か
か
ら
ず

親
子
の
間
で
済
ま
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
う
そ
の
場
合
に
は
、
う
そ
を
つ
い

て
い
る
と
気
づ
い
て
も
、
し
つ
こ
く
追

及
し
な
い
で
だ
ま
さ
れ
た
ふ
り
を
し
て

い
る
方
が
よ
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
子
供
に
し
て
み
れ
ば
、
軽
い
気
持
ち

か
ら
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ
手

を
洗
っ
た
の
か
、
な
ど
と
さ
ら
に
問
い

詰
め
る
と
、
反
抗
心
も
手
伝
っ
て
う
そ

が
う
そ
を
招
き
か
た
く
な
に
う
そ
を
押

し
通
そ
う
と
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね

な
い
か
ら
で
す
。

　
「
う
そ
は
悪
い
こ
と
だ
」
と
決
め
つ

け
る
の
で
は
な
く
、
う
そ
を
い
う
子
供

の
心
理
状
態
や
そ
の
場
の
状
況
を
見
抜

く
の
が
大
切
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。




